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秋
の
七
草
に
心
和
む
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に

お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

本
会
の
今
年
度
の
目
標
は
、
会
員
増

強
に
あ
り
ま
す
。
会
員
増
強
に
は
、
現

職
の
方
々
と
の
相
互
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
第
一
と
考
え
ま
す
。

【
現
職
校
・
園
長
会
に
感
謝
】

　

八
月
に
幼
・
小
・
中
・
高
・
特
別
支

援
学
校
長
会
代
表
と
の
「
教
育
懇
談

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

五
校
種
全
て
の
代
表
に
揃
っ
て
出
席
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
、
実
り
の
多
い
教
育
懇
談

会
と
な
り
ま
し
た
。
幼
稚
園
に
は
昨
年

度
か
ら
本
会
「
会
報
」
を
全
園
に
配
付

す
る
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

特
別
支
援
学
校
に
も
「
会
報
」
を
全
校

に
配
布
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
本
会
周
知
に
向
け
て
、
ま
た

一
歩
前
進
し
ま
し
た
。
今
後
、
本
部
は

各
校
・
園
長
会
に
赴
い
て
、
本
会
の
紹

介
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
教
育

懇
談
会
で
は
、
本
会
に
教
育
支
援
を
希

望
す
る
声
が
あ
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆

様
と
、
そ
の
声
に
応
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

各
支
部
に
お
い
て
も
、
現
職
校
・
園

長
会
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
が
新
入
会

員
獲
得
の
源
と
な
る
と
思
い
ま
す
。
今

年
度
三
十
一
の
支
部
総
会
に
お
招
き
い

た
だ
き
、
会
長
と
し
て
十
四
の
支
部
に

出
席
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
各
支

部
が
区
市
の
教
育
委
員
会
や
現
職
校
・

園
長
会
長
を
招
い
て
、
人
間
関
係
づ
く

り
を
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
い

た
し
ま
し
た
。

【
都
教
委
に
よ
る
講
演
】

　

本
会
は
都
教
委
と
の
関
係
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
今
夏
も
教
育
庁
を
表
敬

訪
問
い
た
し
ま
し
た
。
坂
本
雅
彦
教
育

長
か
ら
は
、
本
会
へ
の
温
か
い
ご
支
援

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
十
月
の

支
部
長
会
で
は
、
昨
年
に
続
い
て
都
教

委
に
「
子
供
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
も
活
用
し
な
が

ら
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
を
自
ら
決
定
す
る

授
業
」
を
内
容
と
し
た
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
次
号

の
会
報
で
内
容
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

【
教
職
員
互
助
会
と
の
新
た
な
連
携
】

　

今
年
度
か
ら
、
本
会
は
「
東
京
都
教

職
員
互
助
会
」
と
の
関
係
を
深
め
て
い

ま
す
。
ま
ず
、
本
会
へ
の
広
告
掲
載
が

復
活
し
ま
し
た
。
早
速
、
八
月
に
発
行

し
た
「
薄
版
名
簿
」
に
、
三
楽
病
院
の

広
告
を
掲
載
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
「
東
京
都
教
職
員
物
故
者
追
悼

式
」
に
お
い
て
、
今
年
度
よ
り
本
会
会

員
は
「
東
京
都
教
職
員
互
助
会
」
の
会

員
で
な
く
と
も
、
人
生
を
全
う
さ
れ
た

時
に
追
悼
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
多
磨
霊
園
に
は
東
京
都
教

職
員
互
助
会
が
管
理
す
る
立
派
な
「
慰

霊
塔
」
が
あ
り
ま
す
。
教
職
員
互
助
会

は
、
ご
遺
族
の
意
思
を
確
認
し
て
「
名

碑
板
」
に
お
名
前
を
刻
み
「
廟
堂
」
の

石
室
に
納
め
て
追
悼
し
ま
す
。
今
後
本

会
は
逝
去
さ
れ
た
方
の
名
簿
を
、
毎
年

四
月
に
教
職
員
互
助
会
に
送
付
い
た
し

ま
す
。

　

東
京
都
教
職
員
互
助
会
と
の
、
新
た

な
連
携
に
よ
り
、
本
会
の
活
動
の
幅
が

広
が
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
自
愛
専
一
に
、
実
り
の
秋
を
ご
満
喫

く
だ
さ
い
。
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令
和
7
年
度
の
現
職
五
校
種
代
表

と
の
教
育
懇
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者

　

�

東
京
都
国
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も

園
長
会　
　

会
長　

鳥
居
三
千
代

　

東
京
都
公
立
小
学
校
長
会

　
　
　
　

会
長
代
理　

佐
藤　

友
信

　

東
京
都
中
学
校
長
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

佐
藤　

敏
数

　

東
京
都
公
立
高
等
学
校
長
協
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

加
藤　

瑞
樹

　

東
京
都
特
別
支
援
学
校
長
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

相
賀　
　

直

概
要　
　

本
年
度
特
筆
す
べ
き
は
、

五
校
種
代
表
の
方
々
に
全
員
お
集
ま

り
頂
け
た
こ
と
で
す
。
ご
多
用
な
中
、

本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

各
校
種
か
ら
の
現
状
報
告
に
加
え
、

相
互
の
意
見
交
換
に
多

く
の
時
間
を
割
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
得
難

い
生
の
情
報
は
参
加
の

皆
様
に
も
、
本
会
に
も

有
意
義
で
し
た
。

　

ま
た
、
会
員
増
強
を

喫
緊
の
課
題
と
す
る
本

会
か
ら
の
お
願
い
も
全

校
種
に
お
伝
え
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

�

東
京
都
中
学
校
長
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

佐
藤　

敏
数

　

御
存
じ
の
と
お
り
６
月
11
日
に
改

正
給
特
法
が
成
立
し
ま
し
た
。
教
員

に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
も
の
に
な
り

そ
う
な
改
正
で
す
が
、
中
学
校
を
直

撃
す
る
よ
う
な
課
題
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

特
に
大
き
な
課
題
は
二
つ
あ
り
、

一
つ
は
在
校
時
間
の
削
減
に
よ
る
部

活
動
へ
の
影
響
、
も
う
一
つ
は
35
人

学
級
に
よ
る
従
来
か
ら
の
教
育
活
動

や
施
策
・
施
設
へ
の
影
響
で
す
。

　

在
校
時
間
30
時
間
へ
の
削
減
で
す

が
、
顧
問
と
し
て
部
活
動
を
引
き
受

け
て
い
た
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
超

え
て
し
ま
う
数
字
で
す
。
こ
れ
は
現

実
的
な
数
字
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

35
人
学
級
で
学
級
数
が
増
加
に
よ
り
、

少
人
数
指
導
、
不
登
校
生
徒
の
居
場

所
、
特
別
支
援
教
室
の
開
設
と
い
っ

た
施
策
に
よ
り
提
供
し
て
き
た
教
室

を
教
室
不
足
に
よ
り
削
る
必
要
が
出

て
き
ま
す
。
ま
た
、
職
員
室
の
座
席

確
保
の
課
題
。
そ
し
て
何
よ
り
も
教

員
が
確
実
に
確
保
さ
れ
配
置
さ
れ
る

の
か
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の
課
題

を
抱
え
て
い
る
中
学
校
長
会
で
す
が
、

一
校
の
課
題
を
全
体
で
解
決
し
て
い

く
と
い
う
姿
勢
で
中
学
校
長
609
名
は

軌
を
一
に
し
て
進
ん
で
い
き
ま
す
。

東
京
都
退
職
校
長
会
の
皆
様
の
こ
れ

か
ら
も
あ
た
た
か
な
御
支
援
・
御
助

言
と
見
守
り
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

東
京
都
国
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も　

園
長
会　
　

会
長　

鳥
居
三
千
代

　

園
数
は
昨
年
度
よ
り
９
園
減
の
156

園
、
総
園
児
数
は
６
８
０
８
名
で
す
。

そ
の
う
ち
特
別
な
配
慮
を
要
す
る
幼

児
の
割
合
は
全
体
の
14
・
４
％
、
外

国
籍
等
の
幼
児
は
約
11
％
と
な
り
ま

し
た
。
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な

い
教
育
を
行
う
に
は
人
的
配
置
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
が
、
小
中
学
校
は
都
の

対
応
で
充
足
し
て
い
る
部
分
が
、
幼

稚
園
・
こ
ど
も
園
は
各
区
市
が
行
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
対
応
に
違
い
が
あ

り
、
関
係
諸
機
関
へ
出
向
き
、
協
議

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
10
月
「
今
後
の
幼
児
教

育
の
教
育
課
程
、
指
導
、
評
価
等
の

あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
検
討
会　

最
終
報
告
」
で
は
「
公
立
幼
稚
園
は
、

こ
れ
ま
で
も
幼
稚
園
教
育
要
領
を
着

実
に
実
践
し
、
そ
の
専
門
的
知
見
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
他
の
施
設
に
提
供
す
る

な
ど
、
地
域
の
幼
児
教
育
の
質
の
向

上
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
き
て
お
り
、
今
後
も
そ
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
重
要
」「
国
立
大
学

附
属
幼
稚
園
に
お
い
て
は
（
中
略
）

地
域
の
幼
児
教
育
を
牽
引
す
る
役
割

を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
」
と
、

明
記
さ
れ
ま
し
た
。
示
さ
れ
た
役
割

を
着
実
に
担
い
、
日
本
の
子
ど
も
た

ち
が
豊
か
に
育
ま
れ
る
よ
う
、
今
後

一
層
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

�

東
京
都
公
立
小
学
校
長
会

　
　
　
　

会
長
代
理　

佐
藤　

友
信

　

東
京
都
公
立
小
学
校
長
会
は
、
昭

和
21
年
度
の
結
成
以
来
、
東
京
都
の

小
学
校
教
育
振
興
の
た
め
に
、
着
実

な
研
究
、
実
践
を
重
ね
る
と
と
も
に

教
育
条
件
の
整
備
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
職
能
団
体
と
し
て
の
自
覚
を
も

ち
、
教
育
施
策
に
関
す
る
提
言
等
を

積
極
的
に
発
信
し
、
大
き
な
成
果
を

挙
げ
て
き
ま
し
た
。

　

教
員
不
足
や
人
材
育
成
、
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
充
実
等
、

現
在
も
多
く
の
教
育
課
題
が
あ
り
ま

す
が
、「
つ
な
が
る
！
学
ぶ
！
届
け

る
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
東
京
都
公

立
小
学
校
の
質
的
向
上
を
め
ざ
し
て

い
き
ま
す
。

　

今
、
一
番
大
事
な
こ
と
は
、
教
育

に
携
わ
る
も
の
が
「
一
枚
岩
」
と
な

る
こ
と
で
す
。
東
京
都
の
み
な
ら
ず
、

全
国
の
校
長
と
と
も
に
総
力
を
挙
げ

て
学
校
を
元
気
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。
今
後
と
も
、
東
京
都
退
職
校
長

会
、
都
教
委
、
関
係
団
体
と
の
連
携

を
強
化
し
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人

の
「
今
」
と
「
未
来
」
を
輝
く
も
の

に
し
て
い
く
所
存
で
す
。

現
職
五
校
種
代
表
と
の
教
育
懇
談
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

日
時　

８
月
25
日(

月)

13
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

場
所　

鈴
木
日
退
連
共
同
ビ
ル　

３
階
会
議
室
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教
育
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト�

�

チ
ー
ム
の
活
動

　
教
育
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

 

委
員
長
　
　
草
野
　
一
紀

　

学
校
支
援
に
関
わ
る
調
査
・
研
究

で
、
日
本
教
育
公
務
員
弘
済
会
の
研

究
助
成
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
３

年
目
に
な
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り
、
過
去
２
年
は
満
額
（
50
万

円
）
の
助
成
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
次
の

様
な
活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

①�

学
校
教
育
支
援
活
動
に
携
わ
っ
て

い
る
会
員
の
状
況
を
調
査
し
た
昨

年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
整
理

し
、
事
例
を
紹
介
す
る
。

②�

各
支
部
の
学
校
・
地
域
の
教
育
と

の
関
わ
り
及
び
特
色
あ
る
活
動
に

つ
い
て
の
情
報
を
収
集
し
、
退
職

校
長
会
と
し
て
情
報
の
共
有
化
を

図
る
。

③�

各
地
域
に
お
け
る
学
校
支
援
員
等

の
募
集
状
況
を
調
査
し
、
会
員
に

情
報
提
供
を
行
う
。

　

本
年
度
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
①
の
ア
ン
ケ
ー
ト

が
未
提
出
の
支
部
は
ど
う
か
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総
力
挙
げ
て

会
員
増
強
活
動
に
注
力

　
会
員
増
強
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

委
員
長
　
　
三
原
　
一
浩

　

本
会
の
会
員
数
は
平
成
７
年
度
の

６
１
８
６
名
を
ピ
ー
ク
に
そ
れ
以
降

減
少
、
令
和
６
年
度
末
１
９
８
４
名

と
な
り
ま
し
た
。

　
「
会
員
増
強
」
が
喫
緊
の
課
題
。

こ
れ
を
受
け
、
本
委
員
会
は
５
校
種

校
・
園
長
会
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

得
て
「
入
会
勧
誘
対
象
者
一
覧
」
を

ま
と
め
、
全
支
部
長
に
お
届
け
し
て

い
ま
す
。
こ
の
資
料
を
基
に
勧
誘
活

動
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
よ
り
施
行
さ
れ
て
い

る
、
職
員
の
「
定
年
引
上
げ
及
び
役

職
定
年
制
」
に
対
し
、
本
会
は
会
則

を
改
正
。「
校
・
園
長
は
60
歳
の
役

職
定
年
を
も
っ
て
本
会
に
入
会
で
き

る
」と
改
め
、入
会
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
会
員
増
強
活
動
の
基

幹
と
し
て
、
校
・
園
長
会
に
お
伺
い

し
本
会
の
周
知
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

�
東
京
都
公
立
高
等
学
校
長
協
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

加
藤　

瑞
樹

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
生
成
Ａ
Ｉ
の
進

歩
に
象
徴
さ
れ
る
技
術
革
新
な
ど
が

急
速
に
進
む
社
会
に
お
い
て
、
子
供

た
ち
に
求
め
ら
れ
る
資
質
や
能
力
も

変
化
し
て
い
ま
す
。
学
校
教
育
に
お

い
て
は
、
主
体
的
に
関
わ
り
、
豊
か

な
創
造
性
や
感
性
、
し
な
や
か
な
知

性
と
い
っ
た
、
新
た
な
知
を
生
み
出

す
力
を
養
い
、
協
力
し
て
課
題
を
解

決
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
東
京
都
教
育
委
員
会
で
は
、

学
校
に
お
け
る
学
び
の
在
り
方
を
見

直
し
、
デ
ジ
タ
ル
と
リ
ア
ル
の
学
び

の
融
合
を
図
る
「
新
た
な
教
育
の
ス

タ
イ
ル
」
を
都
立
高
校
か
ら
展
開
を

う
た
っ
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
人
一
人
の

生
徒
の
興
味
や
関
心
に
応
じ
て
良
さ

を
伸
ば
し
、
困
難
の
克
服
を
助
け
、

大
き
な
可
能
性
を
伸
ば
し
て
い
き
ま

す
。
一
方
で
、
リ
ア
ル
な
学
校
現
場

に
お
い
て
は
、
人
間
同
士
が
様
々
な

壁
に
直
面
し
、
そ
れ
を
克
服
す
る
こ

と
に
よ
り
一
人
の
人
間
と
し
て
成
長

さ
せ
て
い
く
も
の
と
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
不
登
校
児
童
・

生
徒
が
増
加
す
る
な
か
、
不
登
校
生

徒
や
日
本
語
指
導
が
必
要
な
生
徒
へ

の
支
援
、
学
校
の
特
色
化
や
魅
力
化

の
促
進
、
教
職
員
の
働
き
方
改
革
な

ど
喫
緊
の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
。
東
京
都
公
立
高
等
学
校
長
協
会

は
、
各
校
の
実
態
に
合
っ
た
形
で
対

応
・
解
決
す
る
こ
と
に
よ
り
良
い
教

育
の
実
現
に
努
め
て
い
ま
す
。

東
京
都
特
別
支
援
学
校
長
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

相
賀　
　

直

　

令
和
７
年
３
月
に
東
京
都
特
別
支

援
教
育
推
進
計
画
（
第
二
期
）
第
三

次
実
施
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

基
本
理
念
に
「
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
、
障
害
の
あ
る
幼
児
・
児
童
・

生
徒
の
自
立
を
目
指
し
、
一
人
一
人

の
能
力
を
最
大
限
に
伸
長
し
て
、
社

会
に
参
加
・
貢
献
で
き
る
人
間
を
育

成
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
４
つ
の
柱
】

　

施
策
の
方
向
性
Ⅰ　

特
別
支
援
学

校
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
充
実

　

施
策
の
方
向
性
Ⅱ　

小
学
校
、
中

学
校
及
び
都
立
高
校
等
に
お
け
る
特

別
支
援
教
育
の
充
実

　

施
策
の
方
向
性
Ⅲ　

変
化
・
進
展

す
る
社
会
に
対
応
し
た
特
別
支
援
教

育
の
推
進

　

施
策
の
方
向
性
Ⅳ　

特
別
支
援
教

育
を
推
進
す
る
体
制
の
整
備
・
充
実

　

こ
れ
ら
の
柱
の
下
、
さ
ら
な
る
特

別
支
援
教
育
の
充
実
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

学
校
現
場
の
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、

⑴
若
手
教
員
の
育
成
、
⑵
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
促
進
、
⑶
働
き
方
改
革
、
⑷
施

設
・
設
備
の
更
新
な
ど
が
あ
り
、
都

教
育
委
員
会
と
連
携
し
解
決
に
向
け

進
ん
で
い
ま
す
。
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令
和
七
年
度
の
第
二
回
会
員
研
修

は
、「
生
き
生
き
人
生
を
目
指
し
て
」

を
テ
ー
マ
に
す
み
だ
北
斎
美
術
館
で

十
一
月
十
八
日
（
火
）
に
実
施
し
ま

す
。
葛
飾
北
斎
の
作
品
を
中
心
に
浮

世
絵
の
魅
力
を
鑑
賞
し
ま
す
。

　

浮
世
絵
は
江
戸
時
代
に
成
立
し
た

日
本
画
の
一
分
野
で
、
当
時
の
風
俗

や
流
行
を
反
映
し
た
風
俗
画
で
す
。

名
所
絵
、
美
人
画
、
役
者
絵
、
戯
画

な
ど
多
彩
な
テ
ー
マ
で
描
か
れ
、
庶

民
の
娯
楽
と
し
て
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

葛
飾
北
斎
は
「
富
嶽
三
十
六
景
」

な
ど
の
名
所
絵
で
知
ら
れ
る
巨
匠
で

す
が
、
美
人
画
の
描
き
手
と
し
て
も

一
流
の
画
家
で
し
た
。
当
日
開
催
し

て
い
る
特
別
展
「
北
斎
を
め
ぐ
る
美

人
画
の
系
譜
」
を
美
術
館
学
芸
員
の

講
話
を
聴
い
て
鑑
賞
し
ま
す
。
多
く

の
会
員
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

令和7年度　本部役員・事務局長
会　長　⻆田美枝子　（品　川）　　会務の統括・代表
副会長　赤坂　寅夫　（千葉南）　　総務部担当
　〃　　皆川　　清　（町　田）　　会計部担当
　〃　　田中　政美　（北多摩北）　生涯学習部担当
　〃　　福島　良樹　（八王子）　　情報推進部担当

筆頭相談役　桐谷　澄男　（千葉南）
相談役　　　西田　敦子　（日　南）
　〃　　　　宇津木順一　（西多摩）
監　事　　　澤海　富保　（北多摩西）
　〃　　　　山内　俊久　（　北　）
　〃　　　　大澤　正子　（渋　谷）
事務局長　　直井　一郎　（大　田）

1 千代田・中央 鈴木　正孝
1 港 野々山　毅
1 新 宿 佐藤　正吉
1 文 京 小林　　博
1 台 東 上村　　肇
1 墨 田 松岡　一行
1 江 東 加村　隆治
3 品 川 名倉　俊一
3 目 黒 松村由紀子
3 大 田 直井　一郎
3 世 田 谷 高橋　明嗣
1 渋 谷 吉川　光子
4 中 野 遠藤　好俊
4 杉 並 井口　　茂

5 豊 島 野村　　清
5 北 加藤紀美子
5 荒 川 桜庭　清徳
5 板 橋 橋本由美子
5 練 馬 梅村　　勝
2 足 立 大兼　茂子
2 葛 飾 十川　　豊
4 江 戸 川 神田　　茂
4 八 王 子 辻野　宗行
4 町 田 新保富二夫
4 日 南 宍戸　武昭
3 武蔵野・三鷹 梅津　通郎
5 北 多 摩 北 部 中山　悦夫
4 北 多 摩 中 部 鹿田　克己

3 府 中 保坂　昌代
3 調 布 榎本　　勉
3 狛 江 吉田　和夫
5 北 多 摩 西 部 萩原　敏文
4 西 多 摩 村野　久子
1 大 島 増木　米孝
1 三 宅 島 櫻田　昭正
2 千 葉 南 部 宮内　太一
2 千 葉 中 部 菅原　賢男
2 千 葉 西 部 齋藤　二郎
2 千 葉 北 部 川和　誠一
5 埼 玉 県 阿部　好三
4 神 奈 川 県 宮川　　博

　1～5ブロック番号

令和7年度　支部長一覧

部・部長（副部長）
総 務 部 志賀定一（副）会 計 部 中 山 三 夫 広 報 部 榎 本　 勉
福利厚生部 遠 藤 好 俊 生涯学習部 川 和 誠 一 情報推進部

クラブ・クラブ長
絵 画 関 口 修 司 写 真 甲 野 恵 美 ソフトテニス 石 原 容 子 釣 り 町 田 静 隆
囲碁クラブ、園芸クラブ、短歌クラブは休部中です

特別委員会・委員長
予算検討・特別会計管理 桐 谷 澄 男 業務運営改善 宇津木順一 教育研究 PT 草 野 一 紀
会員増強PT 三 原 一 浩 ホームページ 福 島 良 樹

PT：プロジェクトチーム

「
第
二
回
会
員
研
修
」
の

実
施
に
つ
い
て
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•
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足
立
研
修
会
の
紹
介

足
立
支
部
長　

大
兼　

茂
子

　

今
年
は
原
爆
投
下
さ
れ
て
80
年
、

平
和
な
世
界
を
願
わ
な
い
人
は
い
ま

せ
ん
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
が
元
気
で
長
生
き

す
る
為
に
、
伊
藤
前
支
部
長
が
「
歴

史
散
歩
」
の
研
修
会
を
毎
年
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
昨
年
は
上
野
公
園
で

お
花
見
を
楽
し
み
な
が
ら
、
歴
史
的

文
化
遺
産
で
あ
る
寛
永
寺
を
は
じ
め
、

ほ
か
多
数
を
見
学
し
ま
し
た
。

【
近
代
資
本
主
義
の
黎
明
期
を
た
ど

る
】
研
修
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

「
お
札
と
切
手
の
博
物
館
」　

お
札

の
偽
造
防
止
技
術
の
歴
史
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。
切
手
は
歴
代
の
日
本

切
手
と
、
世
界
の
珍
し
い
切
手
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
東
書
文
庫
」　

国
定
以
前
の
教
科

書
（
明
治
初
年
〜
36
年
）
や
、
国
定

時
代
の
教
科
書
（
明
治
37
年
～
昭
和

20
年
）
な
ど
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、

戦
時
中
の
教
科
書
は
と
て
も
興
味
深

い
で
す
。

「
渋
沢
史
料
館
」　

近
代
日
本
経
済

社
会
の
基
礎
を
築
い
た
渋
沢
栄
一
が

携
わ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
や
活
動

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
91
年
の
生

涯
を
た
ど
る
展
示
に
魅
せ
ら
れ
ま
し

た
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

南
多
摩
の
緑
の
中
で

日
南
支
部
長　

宍
戸　

武
昭

　

日
野
、
多
摩
、
稲
城
の
各
市
域
は
、

明
治
26
年
に
神
奈
川
県
か
ら
東
京
府

南
多
摩
郡
に
編
入
さ
れ
、
以
来
、
昭

和
46
年
の
多
摩
市
、
稲
城
市
の
市
制

施
行
ま
で
南
多
摩
郡
に
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
緑
多
い
自
然
環
境
豊
か
な
多

摩
丘
陵
の
連
な
る
南
多
摩
の
地
に
、

私
た
ち
「
日
南
」
支
部
が
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
継
続
し
て
き
た
見
学
研
修
会

で
は
、
南
多
摩
の
歴
史
、
文
化
等
を

学
び
、
昼
食
を
共
に
し
な
が
ら
会
員

の
親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

様
々
な
教
育
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
た

教
育
懇
談
会
も
毎
年
開
催
し
、
学
校

教
育
の
現
状
等
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
支
部
で
も
会
員
の
減

少
が
進
み
、
新
会
員
の
勧
誘
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各
市
の

校
長
会
と
関
わ
り
を
深
め
、
働
き
か

け
を
工
夫
す
る
と
と
も
に
、
様
々
な

活
動
を
充
実
し
、
魅
力
あ
る
支
部
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

支
部
だ
よ
り
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よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

目
黒
支
部　

喜
多　

輝
顕

　

10
年
前
、
目
黒
区
の
小
学
校
を
退

職
し
て
、
目
黒
区
退
職
校
長
会
に
入

会
し
ま
し
た
。
あ
ま
り
熱
心
な
会
員

で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
昨
年
、

会
長
か
ら
、
今
回
は
、
東
京
都
退
職

校
長
会
へ
誘
い
を
受
け
ま
し
た
。
お

世
話
に
な
っ
た
会
長
か
ら
の
お
話

だ
っ
た
の
で
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
す
る
と
早
速
、
新
入
会
員
と

し
て
の
執
筆
依
頼
が
、
広
報
部
長
か

ら
届
き
ま
し
た
。
な
ん
と
、
部
長
は
、

大
学
時
代
の
仲
間
で
、
久
々
に
、
話

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
懐
か
し
い

声
に
話
が
弾
み
ま
し
た
。

　

さ
て
、
退
職
後
の
10
年
。
教
育
界

に
と
っ
て
大
き
な
変
化
を
感
じ
て
い

ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
化
へ

の
対
応
、
少
子
高
齢
化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
、
教
員
の
働
き
方
改
革
…
…
。

あ
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
目

黒
区
の
教
育
現
場
に
関
わ
る
仕
事
を

続
け
な
が
ら
、
予
測
困
難
な
時
代
を

生
き
抜
く
た
め
に
は
、
子
供
た
ち
に

ど
の
よ
う
な
力
を
付
け
た
ら
よ
い
か

を
考
え
て
い
ま
す
。「
学
び
を
止
め

な
い
」
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
定
年
が
延
長
さ
れ
た
最
初

の
代
に
な
り
ま
す
。
令
和
六
年
三
月

に
六
十
歳
で
役
職
定
年
（
翌
年
度
の

希
望
職
位
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
）、
令

和
七
年
三
月
に
は
六
十
一
歳
で
特
例

任
用
校
長
が
終
了
し
定
年
退
職
を
迎

え
ま
し
た
。
現
在
は
、
六
十
二
歳
で

暫
定
再
任
用
校
長
１
年
目
と
な
り
ま

す
が
、
遅
ま
き
な
が
ら
・
・
最
近
に

な
っ
て
、
や
っ
と
呼
称
の
種
類
や
処

遇
な
ど
の
全
体
像
が
理
解
で
き
ま
し

た
。

　

教
員
に
な
っ
た
昭
和
の
時
代
か
ら

は
、
社
会
環
境
は
も
ち
ろ
ん
学
校
教

育
も
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
」、「
い
じ
め

問
題
」、「
不
登
校
の
増
加
」、「
特
別

支
援
教
育
の
充
実
」、「
部
活
動
の
地

域
展
開
」、「
教
員
不
足
」
等
、
数
え

き
れ
な
い
ほ
ど
の
課
題
が
山
積
し
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
困
難
な
時
代

で
は
あ
り
ま
す
が
、
生
徒
た
ち
の
笑

顔
や
成
長
が
大
き
な
や
り
が
い
と
な

り
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
昭
和
の
時
代
と
変
わ
り
が
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
元
気
に
頑
張
っ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

府
中
支
部　

佐
藤　

光
宏

新
入
会
員
の
声

法人第一営業部

・保障の開始まで所定の待ち期間 保障されない期間 があります。
・ご契約の際には、「契約概要」「注意喚起情報」「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。
・個人情報の利用目的：アフラック等各種商品やサービスの案内・提供・維持管理に利用します。詳しくは募集代理店 をご参照ください。

あなたによりそうがん保険「ミライト」

00112200--335577--221122
資料請求 ・ お問い合わせ ・ お申込みは下記の三井住友トラスト・ライフパートナーズへご連絡ください

〒 東京都新宿区西新宿 新宿三井ビル

引受保険会社
募集代理店

三井住友トラストグループ

平日 ～ 土日祝 ～

【治療給付金額 円】

月払保険料例 個別取扱
左記プランの場合
解約払戻金無型
保険料払込期間 終身 定額ﾀｲﾌﾟ
がん診断保険料払込免除特約なし

年年齢齢 男男性性 女女性性

歳 円 円

歳 円 円

歳 円 円

歳 円 円

歳 円 円

歳 円 円

「がん」「上皮内新生物」と診断確定さ
れたとき。

「がん」「上皮内新生物」の治療を直接の目
的とする所定の通院をしたとき

①入院
②手術
③放射線治療
④抗がん剤治療・ホルモン療法
⑤緩和療養

通通院院給給付付金金
日につき 円

診診断断給給付付金金
一時金としてがん 万円上皮内新

生物 万円

治治療療給給付付金金
がん・上皮内新生物の治療を目的として右
の①から⑤のいずれかに該当した月 ごと
に ５万円 月額
※ホルモン療法のみの月は 万円 月額

終
身
保
障

保険料は、 年 月 日現在のものです。

被保険者の契約年齢 歳～満 歳

保険
期間

AF360-2025-0102 3月17日(270317)
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令和 7 年度 新年懇親会のお知らせ
○日時：令和 8 年１月 25 日（日）午後 1 時～ 3 時
○会場：主婦会館プラザエフ　7 階カトレア
詳しくは 10 月 22 日の第 2 回支部長会でお伝えし
ます。皆様、奮ってご参加ください。

栄えの受章お祝い申し上げます。　（敬称略）
（令和 7 年 7 月 14 日現在　本部に届けがあった方々）

••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••

高齢者叙勲受章会員

瑞宝双光章（6名）
西 澤　　猛（渋　谷）

鈴木左千子（調　布）
髙橋　和子（西多摩）

中村　　恒（西多摩）
多賀　義治（千葉南）

大友　節子（神奈川）

（福利厚生部長　遠藤　好俊）

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〒101-0003 東京都千代田区一ツ橋 2-6-2 日本教育会館 5階 

TEL：0033--33223300--00881188 

厚生労働省認可 

教教職職員員共共済済生生活活協協同同組組合合  東東京京都都事事業業所所  
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暑
く
長
く
厳
し
か
っ
た
夏
が
終
わ

り
、
よ
う
や
く
過
ご
し
や
す
い
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
本
日
は
、
会
員
の

皆
様
の
か
け
橋
と
な
っ
て
い
る
会
報

二
二
七
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
開
催
し
て
以
来
、
初

め
て
全
校
種
代
表
が
集
ま
っ
た
と
い

う
「
現
職
五
校
種
代
表
に
よ
る
教
育

懇
談
会
」
に
つ
い
て
を
、
た
っ
ぷ
り

載
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度

の
組
織
や
そ
の
他
の
記
事
も
充
実

し
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容
で

す
。
秋
の
夜
長
を
生
か
し
、
ゆ
っ
た

り
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　　
　
　
　
　
　
（
石
原
容
子
）

編
　
集
　
後
　
記

（令和 7 年 4 月 10 日　届出現在）

（
福
利
厚
生
部
長　
　

遠
藤　

好
俊
）

氏　

名

年
月
日
支
部
名

校種

年齢
名簿頁

松
井　

眞
澄

6
・
2
・
17
町
　
田

小

73
36

仁
保　

義
和

6
・
6
・
4
神
奈
川
県

小

96
69

雁
瀬　

道
正

6
・
6
・
11
品
　
川

小

97
6

杉
山　

浩
一

6
・
12
・
8
町
　
田

高

92
34

熊
沢　
　

孝

7
・
1
・
13
北
多
摩
中
部

小

98
46

田
中　
　

晧

7
・
2
・
2
江
戸
川

小

95
27

田
中　

和
子

7
・
3
・
18
中
　
野

幼

99
15

川
名　

幸
雄

7
・
3
・
31
千
葉
西
部

高

91
60

和
田　

常
明

7
・
4
・
18
足
　
立

小

71
25

松
原　

新
一

7
・
4
・
19
世
田
谷

中

95
11

梶
井　
　

貢

7
・
4
・
24
埼
玉
県

小

79
68

齋
藤　

秀
子

7
・
4
・
25
中
　
野

小

99
15

石
井　

清
文

7
・
5
・
10
町
　
田

小

72
36

小
林　

文
治

7
・
5
・
23
北
多
摩
北
部

中

94
41

関
根　
　

巌

7
・
5
・
24
西
多
摩

中

91
55

瀬
川　
　

徹

7
・
6
・
2
千
代
田
・
中
央

小

80
1

佐
久
間
寛
次

7
・
6
・
7
葛
　
飾

小

93
26

加
藤　

信
子

7
・
6
・
9
品
　
川

小

93
6

髙
橋　

源
二

7
・
6
・
11
西
多
摩

小

97
54

中
野　

道
代

7
・
6
・
17
世
田
谷

小

84
12

応
募
コ
ー
ナ
ー

短
歌

　

寄
稿　

西
多
摩
支
部

�

「
短
歌
ク
ラ
ブ
」
よ
り

初
々
し
一
年
生
の
ラ
ン
ド
セ
ル

翻
る
ご
と
歩
道
を
彩
る

夕
焼
け
の
茜
の
雲
に
向
か
う
ご
と

東
の
空
に
円
形
の
に
じ

�

宇
津
木
順
一

朝
ご
は
ん
少
し
残
し
て
庭
に
ま
く

鳩
来
ぬ
う
ち
に
雀
ら
よ
食
め

「
暑
い
ね
」　

が
朝
の
挨
拶
コ
ン
ビ
ニ
へ

ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
買
い
に
出
か
け
る

�

髙
橋
和
子

ふ
る
さ
と
の
市
役
所
受
か
り
旅
立
ち
ぬ

若
き
同
僚
幸
多
か
れ
と

夏
野
菜
近
所
に
配
り
喜
ば
れ

育
て
る
楽
し
み
食
べ
る
楽
し
み

�

宮
﨑
慶
一

―
◆

―
◆

―
◆

―

遠
き
日
の
吾
子
の
よ
う
に
乳
く
さ
き

一
年
生
の
ま
つ
わ
り
て
来
る

細
々
と
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
の
声
を
き
く

一
年
生
の
友
と
争
い
て

�

中
野
支
部　

田
中
弘
志

桃
の
香
の
ほ
の
と
仏
間
を
守
り
を
り

炎
帝
に
か
ら
め
と
ら
れ
て
一
日
暮
れ

焦
土
め
く
路
傍
に
そ
よ
ぐ
猫
じ
や
ら
し

�

目
黒
支
部　
　

松
村
由
紀
子

俳
句

応
募
コ
ー
ナ
ー　

俳
句　

野
村
文
章

正　

旬
探
し
風
ひ
ら
ひ
ら
と
竹
落
葉

誤　

旬
探
し
風
ひ
ら
ひ
ら
と
竹
洛
葉

お
詫
び
し
て
訂
正〈
会
報
第
２
２
６
号
〉

ホームページ担当者募集
業務運営改善委員長　宇津木順一

　本会は、魅力あるホームページ作りに力を入
れています。会員増強を目指す上でも、ホーム
ページの充実は不可欠です。しかし、担当者が
不足しています。
　年度の途中ではありますが、ホームページ作
成に関心のある方や、パソコンの得意な方を募
集しております。直接、事務局にメール等でご
連絡ください。早いご連絡をお待ちしています。 

to.taisyokukoutyou@hiper.ocn.jp


